






特集：つばきの「サステナビリティ経営」
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世界に広がるつばきのネットワーク

■ 地域別主要拠点 ■ 地域別売上高比率

日本
米国
欧州
アジア・オセアニア
その他地域

56.4%
9.2%

17.1%

14.2%

3.1%

売上高

1,500億円

 （2012年度連結）
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地域からの声

お客様からの声

協力会社からの声

従業員からの声

ステークホルダーからの声

椿本チエインは京田辺市にとってなくてはならない存在
椿本チエインさんの「夏休み親子工場見学会」は、夏
休み前になると市役所への問い合わせが入るほどの
人気イベントとして、すっかり市民に定着しました。子
供たちに「モノづくり」の楽しさや魅力を伝えるのは非
常に難しいと思いますが、小学生の目線に立ったプロ
グラムが参加者に大好評です。子供たちが目を輝かせ
て参加している姿を見て、協賛している市の職員もう
れしく思っています。工場をあげての対応に、フレンド

リーな社風が伝わってきます。
　このほか工場内グラウンドや4月の桜堤の一般開放
をはじめ、地域事業にも積極的に参画いただいていま
す。今後は「京田辺市と言えば椿本チエイン」と自慢で
きるような、市内産業を牽引するリーダーシップの発揮
を期待しています。

「つばきリニソート®」で業務の効率化を実現
①容易な操作、②効率化、③精度向上、④資材や消耗
品削減を可能とすることから「つばきリニソート®」を
選定。大きな課題がありましたが、皆様にご協力いた
だき無事導入ができました。
　具体的には、発注から設置までが3カ月しかないこ
と、365日24時間体制で業務をしている中で実例の
ないシステムを更新することや、他社システムと連動
して稼働させなければならないことなどの課題があり
ました。
　このような条件のもと、2012年4月より「つばき 

リニソート®」が稼働を始めました。懸念していたトラ
ブルも軽微なもので済み、3日目には期待効果の一部
が出始め、現在では設計段階での効率化が実現され
ています。また、操作性が容易であることから、業務
の一部を障がい者に行ってもらうなど雇用環境の改善
にもつながりました。
　今回の機器の導入に際し、椿本チエインの皆様にご
協力いただき、厚く御礼申し上げます。

生産性向上だけでなく
人材育成につながった「ダントツ活動」
当社では、椿本チエインさんよりご紹介いただき
2010年にダントツ活動を開始しました。「工程内不良
ゼロにこだわる」という考え方は、従来の改善活動と
は全く異なり、会社全体で意識を統一することにとて
も苦労しました。しかし、初めてリーダーを務め、自分
自身が成長できたほか、上司の指示のもとで作業をし
ていた活動メンバーが、自主的に改善案を出し合い作
業を行うようになりました。ダントツ活動は高い目標に

挑戦することにより、これまでになかった「気付き」の
目を作業者レベルで養うことができます。これは、当
社にとって一番の課題であった人材育成につながった
と感じています。
　椿本チエインさんには活動開始時から様々な場面
で的確なご指導をいただき感謝しています。今後とも
よろしくお願い致します。

「海外トレーニー制度」を活用したドイツとの技術交流
2010年から1年間、トレーニーとしてドイツ子会社に駐
在。何事にも慎重な日本に比べ、合理的で意思決定が
早い現地の仕事の進め方に大きな刺激を受けました。
　当社では、若手社員を海外拠点に派遣してグローバ
ル人材を育成する「海外トレーニー制度」のほか、入
社時の現場実習、階層別研修、テクノスクールなどの
研修プログラムがあります。特に、テクノスクールは課
題も多く仕事と並行しての受講はハードですが、材料
工学など基礎技術・応用技術を体系的に学べるのがよ
いですね。

　現在、今年4月よりドイツの子会社から
日本に派遣されているペーターさん（写
真右）とペアで、港湾設備用の大形ケー
ブルベヤの置き換えプロジェクトを推進。
ドイツでの納入実績や詳細な技術データ
を活用してPRした結果、日本での初受注
も決定しました。今後は、技術者としての
スキルを磨くと同時に、スピーディーな商
品開発に貢献していきたいです。

京都府京田辺市　経済環境部産業振興課　主任

　坂本　健二　様

株式会社A・コープ鹿児島　物流事業部
加工課長兼 ISO推進担当

四元　志信　様

アイ・アンド・ピー株式会社　製造グループ

宍戸　智徳　様

チェーン製造事業部　ケーブルベヤ部
ケーブルベヤ技術課　主事

　大森　聡（写真左）
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